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■
６
月
４
日
、
高
森
東
小
学
校
で
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
和
田
孝
司
教
頭
が

「み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
、

日
標
を
持

っ
て
泳
い
で
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
準
備

運
動
を
し
た
後
、
さ

っ
そ
く
お
待
ち
兼
ね
の
プ
ー
ル
に

飛
び
込
み
、
先
生
と

一
緒
に
楽
し
く
水
と
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
水
と
慣
れ
親
し
ん
で
楽
し
い
プ
ー
ル
授
業

に
な
る
よ
う
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
も
行
わ
れ
、
生
き

の
い
い
ヤ
マ
メ
ー
５
０
匹
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
上

手
に
つ
か
み
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

遊
び
な
が
ら
水
と
親
し
め
る
楽
し
い
プ
ー
ル
開
き
と

な
り
ま
し
た
。
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冷たい水に大はじゃぎ=■

「

■

国l■

どしたちは1あまいメ
「
」ノ

■椰
「

町民憲章
1水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします
2伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
3老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします
4勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

高森町の人口の動き
世帯数/2,657戸 (± 0)
男 :3,671人 (-10)/女 :4,009人 (-6)
総 数/7,680人 (-16)
(平成15年 5月 31日 現在)
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月号から広報を担当することになりました石田で
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鰈
襲靡罰
％薦
魏

７
月
は

「社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
強
化
月
間
で
す
。

法
務
省
で
は
、
次
回
の
第
５４

回
〃社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〃

の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

鰤
標
語
の
テ
ー
マ

○
犯
罪
や
非
行
の
防
止

○
犯
罪
者
の
更
正

輻
募
集
期
間

平
成
１５
年
７
月
１
日
～
７
月
３１
日

●
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
‐

法
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課

広
報
室

※
は
が
き
表
面
に

「社
明
標
語

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

契約金額(円)1請負者
… … ■…… ……… ……

.

28,350,0001開草村企業

工 事 名

色見環状線
道路改良舗
装工事

色見環状線
橋梁整備工

事(上部工)

高森中学校
校舎第3期

解体工事

工  期

H15.6.26～

H15.10.31

H15.6.25～

H15.1130

H15.6.25～

H15730

47,040,000:鵬日本ピーエス

7,791,000:同後藤建設

劉
目
目

鰈 躙 餞 吻 田 ■
立 野 病 院 皿 68-0111

寺
‐
崎 医 院 肌 62-0378

南郷谷整形外科医院 TEL 62-3351

渡 辺 内 科 凱 67-1777

後 藤 医 院 皿 67-0019

立 野 病 院 肌 68・0111

2003年 5月 受付分    (敬称略)

(死亡者 )作齢)(御 遺族 )

東 ユキ子 96東  美 人志
鳩野ナミ子 76鳩 野  博文
水野 弘行 76水 野 レイ子
白石タカ子 73白 石

｀
良明

◎ 7月のテーマ 月/注意欠陥・多動性障害
火/肩こり艦神科の立場より)
水/冷房病の予防|こついて
木/歯周病と食生活
金/善玉コレステロールと
悪玉コレステロール

± 0日 /女性の外陰部のかゆみ

7月 13日

7月 20日

7月 21日

7月 27日

8月  3日

8月 10日

本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

鰈
と
　
き
　
７
月
２６
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

は
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

ａ
ソ
金
相
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

理
と
　
き
　
７
月
２５
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
３０
分
ま
で

順
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（林
業
相
談
室
）

凶
ＯＩ

一
Ｚ

●配
ご
と
相
談

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

野
尻
地
区

ｍ
と
　
き
　
７
月
・７
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

防
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

躙
と
　
き
　
７
月
・８
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

鰈
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

ほ
と
　
き
　
８
月
５
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

爾
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

幸中
心
一叉
――
ク
・

育
て
相
談

熊
本
県
で
は
、
子
育
て
の
悩
み

を
電
話
で
相
談
で
き
る
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。
７
月
か
ら
夜
間
と

土
曜
日
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

●

「す
こ
や
か
ダ
イ
ヤ
ル
」

祝
日

。
年
末
年
始
を
除
く

月
～
金
曜
日
／
９
時
～
１７
時

ＴＥＬ
０
９
６
８

‐
４
４

１
７
４
４
５

Ｍ

「す
こ
や
か
子
育
て
電
話
相
談
」

７
月
１
日
～

（但
し
、
祝
日

・

年
末
年
始
と
８
月
１３
日
～
１５
日

を
除
く
）

月
～
金
曜
日
／
１７
時
～
２１
時

土
曜
日
／
・３
時
～
１７
時

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

４

‐

８

８

２

２

●

●

おくやみもうしあげます

(住 所 )

高森。上町

高森・昭和

色見。小倉原

上色見。前原

瞑 善 責 の 灯
洟はありがとうございました
種m     (敬 称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 楢木野亥徳 脇
白石良明 鳩野博文 森正六

■広報送料寄付

遠山 博昭 (熊本市長嶺南)

[今度の温泉館休館日]

[役場の支払日]

時間 9時から 15時まで
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鶴
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24時間電機磯量して健康をお届けします。

十

■

″
〓一射
■
陸
証
一駐
草
園
か
ら
セ
ン
ト

ラ
ル
ロ
ッ
ジ
に
移
し
て
開
か
れ
、

尚
綱
申
学

・
高
校
マ
ン
ド
リ
ン
タ

ラ
ブ
２７
人
（宮
尾
光
一
発
生
指
揮
）一

が
奏
で
る
美
し
，
ぎ
年
ヽ
一
計

森
中
央
小
学
校
５
年
生
“
人
●
●

わ
や
か
な
歌
声
に
県
内
一外
一か
，●
集
一

●

―
●

―

●

●

●
―

―
一

ま
っ
た
約
１
５
０
，
人
０
観
衆
が

聞
き
入
り
、
拍
手
を
送
り
一ま
し
た
‐。

午
後
か
ら
は
一花‐‐
ど
あ
そ‐―‐
ぼ
一，
』

と
題
し
て
阿
蘇
野
草
園
の
自
然

一観
察
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
７０

一た
ぼ
■
バ
■
ヶ
ド
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

一
ヶ
″
一計
狂
一に
離
ぎ
入
っ
て
い
ま
し

一な
■
一

一一
ま
え
一
僕
奇
委
員
会
が
歌
詞

を
募
集
し
た
「何
蘇
の
野
の
花
」

の
特
選
歌
に
は
，
熊
本
市
龍
田

の
山
口
久
臣
さ
ん
つ
準
喘
」
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出
前
講
座

目
目
的
　
阿
蘇
地
域
の
小
中
学

校
、
高
等
学
校
及
び
地
域
住
民

に
対
し
、
振
興
局
の
日
常
業
務

を
話
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

お
け
る
県
政
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

轟
申
し
込
み
が
で
き
る
団
体
等

阿
蘇
郡
内
の
小
学
校

。
中
学

校

・
高
等
学
校

・
各
種
団
体

・

地
域
住
民
で
構
成
す
る
グ
ル
ー

プ
等

■
実
施
日
時

原
則
と
し
て
申
込
者

の
希

望
に
合
わ
せ
ま
す
。
（た
だ
し
、

原
則
と
し
て
土

ｏ
日

・
祝
祭
日

を
除
く
）

■
講
義
を
す
る
者

阿
蘇
地
域
振
興
局
職
員

園
費
用
　
原
則
と
し
て
無
料

（た

だ
し
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
実

費
負
担
あ
り
）

目
申
し
込
み
方
法
　
希
望
日
の

ｌ
ヶ
月
前
ま
で
に
県
阿
蘇
地
域

振
興
局
振
興
調
整
室

へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

。
申
し
込
み
先

〒

８

６

９
‐
２

６

１

２

阿
蘇
郡

一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
振
興

調
整
室
企
画
調
整
班

Ⅲ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
９
１
）

五
ヶ
瀬
川
の
特
性
と
五
ヶ
瀬
川

流
域
の
風
土

。
文
化
な
ど
の
河
川

を
取
り
巻
く
環
境
や
流
域
住
民
関

係
団
体
の
意
見
な
ど
を
取
り
い
れ

た
五
ヶ
瀬
川
づ
く
り
の
あ
り
方
を

審
議
す
る
た
め
に
、
「五
ヶ
瀬
川
流

域
委
員
会

（仮
称
）」
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
委
員
会
の
委
員
を

一

般
の
方
か
ら
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

〇
五
ヶ
瀬
川
流
域
に
住
所
を
有
す

る
方
、
も
し
く
は
通
勤

。
通
学

さ
れ
て
い
る
方

○
申
込
日
現
在
で
２０
歳
以
上
の
方

０
２
ヶ
月
に
１
回
程
度
、
平
日
昼

間
に
開
催
さ
れ
る
委
員
会
に
参

加
可
能
で
あ
る
方

※
期
間
は
、
お
お
む
ね
２
年
程
度

※
会
場
は
延
岡
市
内
を
予
定

■
締
め
切
り

平
成
１５
年
７
月
３１
日

（木
）

■
問
い
合
わ
せ
先

五
ヶ
瀬
川
水
系
流
域
委
員
会
設

立
準
備
会
事
務
局

九
州
地
方
整
備
局
　
延
岡
河
川

国
道
事
務
所
　
調
査
第
１
課

ＴＥＬ
０
９
８
２
‐
３
１
‐
１
１
９
１

宮
崎
県
　
土
本
部
　
河
川
課

ＴＥＬ

０

９

８

５

‐

２

６

‐

７

１

８

６

~■

み
た
て
く

」
募
集

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
１５

年
度
第
１
回
住
宅
宅
地
債
券

「愛

称

。
つ
み
た
て
く
ん
」
積
立
者
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

年
２
回
の
計
画
的
な
積
み
立
て

（１
回
の
積
立
額
は
２０
万
円
～
６０
万

円
）
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

な
お
、
「
つ
み
た
て
く
ん
」
は
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
独
立
行
政
法

人
へ
適
切
に
引
き
継
が
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
積
み
立
て
て
い
た

だ
け
ま
す
。

日
募
集
コ
ー
ス

２０
万
円
、　
４０
万
円
、　
６０
万
円

■
募
集
期
間

６
月
６
日
（金
）～
７
月
２２
日
（火
）

（
こ
の
期
間
は
募
集

の
み
で
、

最
初
の
積
み
立
て
は
９
月
と
な

り
ま
す
）

躍
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

７

１

２

０

０

０

〈
〓

今
年
は
検
察
審
査
会
法
が
施
行

さ
れ
て
５５
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

の
に
、
検
察
官
が
事
故
の
加
害
者

を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い

（不

起
訴
処
分
）
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ

し
を
審
査
す
る
、
そ
れ
が
検
察
審

査
会
制
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
検
察
審
査
会
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

２

５

１

２

１

２

１

躍
第
２
回
申
込
受
付
期
間

７
月
２
日
（水
）
～
９
月
１
日
（月
）

隕
融
資

（基
準
）
金
利

２
・０
％
（第
２
回
受
付
期
間
中
）

Ｌ
申
込
受
付
場
所

住
宅
建
設
、
購
入
（予
定
）
場
所

近
く
の
「住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関

※
平
日
の
ご
相
談
に
加
え
、
毎
月

第
１

。
第
３
日
曜
日
に
融
資
及

び
返
済
等
の
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

７

‐
２

０

０

０

（平
日
及
び
第
１

・
第
３
日
曜

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
、

ラ

ジ
オ
を
利
用
し
て
大
学
教
育
を
行

う
正
規
の
通
信
制
４
年
制
大
学
で

す
。
４
年
以
上
在
学
し
所
定
の
単

位
を
修
得
す
れ
ば
、
「学
士

（教

養
）
」
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

１５
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
入
学
で
き
、
１
科
目
だ
け
で
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
生

全
科
履
修
生

（卒
業
を
目
指
す

学
生
）
。
選
科
履
修
生

（
１
年

間
在
学
す
る
学
生
）
。
科
目
履

修
生
（半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

緻
出
願
受
付

平
成
１５
年
６
月
１５
日

（日
）
～

平
成
１５
年
８
月
３１
日

（日
）

鷹
資
料
請
求

・
問
い
合
せ
先

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

９

‐

４

８

９

０

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ

０

１

２

０

‐

８

６

４

‐

６

０

０

●

●  ●
６
月
７
日

（土
）
、
朝
５
時
に

長
陽
村
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
阿

蘇

郡
を
駆
け
抜

け
阿
蘇
町

に

ゴ
ー
ル
す
る
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ス
ー
パ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
１
０
０
ｋｍ

の
部

・
５０
ｋｍ
の
部
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今

年

は

過

去

最

高

の

１
０
０
４
名
が
参
加
。
沿
線
町

村
で
は
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
早
朝
か
ら
婦
人
会
、
交
通

指
導
員
、
体
育
指
導
員
、
役
場

職
員
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
総

動
員
し
て
、
交
通
整
理
や
水
の

運
搬
、
２
・
５
ｋｍ
ご
と
の
給
水
所

や
５
ｋｍ
ご
と
の
エ
ー
ド

（軽
食
）

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
運
営

な
ど
に
大
忙
し
で
し
た
。

沿
道
の
人
か
ら
大
き
な
拍
手

と
激
励
の
言
葉
を
受
け
た
選
手

た
ち
は
、
暑
い
日
ざ
し
が
照
り

つ
け
る
中
、
元
気
に
走

っ
て
行

き
ま
し
た
。

エードステーションでチョットー息 風鎮太鼓の音に励まされる選手
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C‐‐お畑13せめベニジ
静

五
夕
瀬
川
水
系
流
域

委
員
会
委
員
募
集

５５
周
年
を
迎
え
た

「＝
億
し
０
ヽヽ
コ
ン
サ
ー
■

の
＝
が
人
気
に
な
り
ま
す
よ
う
に

と
の
組
い
を
込
め
て
，
占
森
町
雛

光
協
■
が
募
集
を
行
っ
た

『第
＝

回
て
る
て
る
ば
う
ず

‐
コ
‐‐■
プ
テ
ス
一

●
』
け
に
ド
に
，
０
応
肝
が
あ
り

ま
し
た
「
今
年
は
‐‐―‐、
野
の
花
た
ち

．
　

　

　

・　

●
　
　
　
　
一●

―

●
　
　
　
―
―

一０
願
い
が
強
く
雨
と
な
り
―‐、
こ
れ

で
通
算
晴
れ
が
Ｈ
＝
「
雨
が
費
＝

●
一　
　
・　
　
　
・●
●
●
●
・
　
　
　
‐
●
●
●
●
・
―
●
―
　
　
●
―
●
一―
●
　
　
―

■
な
り
ま
し
た
。
．
一　
　
　
．

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
（徹
称
略
）

【金
賞
】

「く
る

‐り
ん
て
る
て
る
ち
や
ん
」

一
　

　

一
一　
　
一●
計
森
保‐‐
‐
育
園

【銀
賞
】
　

・　

　

一　
　
　
一

「島
む
さ
い
ｔ
て
る
て
る
ぼ
う
ず
」

高
森
中
央
小
学
瑕
３
年
■
組

【銅
賞
】

「お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
見
た
虹
」

に
々
川
　
実
　
希

「明
■
一
人
気‐‐し
な
～
れ
。」

籠
　
美
一
腱

一■

「あ
一
ざ
ド
．Ｌ
ら一，
″
一
び
Ｌ
つま

高
森
中
央
小
学
校
■
年
１
組
一

警導

暉』鶉
―
●
ヽ
●

|

コ

ヽ
ノ
一
プ
７

ト

花
の
四
季
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
ず

な
お
、
こ
の
コ
ン
サ
■
卜
は
平

成
１５
年‐‐‐‐魔

「な
ど
り
の‐‐‐Ｆ
」
白
鮮

環
境
功
労
者
の
一環
境
大
一臣
表
彰
一を

受
け

‐
ま‐‐‐‐‐●
な
１１‐‐
■
　
　
．一
　
　
一

―
●
●

●

１１

・

●

―

●

」1餞

中
■11

霞 |

ち

ロ

た
摯
花
■
の
綱
野
尚

融
資
の
受
付
を
開
始

高森の冷たい水で頭を冷やす選手
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■■腱

じ

ん

P
ノゝ

待
疇
訃御

行
政
職
員

の
研
修

の
充
実
を

図
り
、
広
報
誌
に
よ
る

「高
森
町

行

動

計

画

」

の
啓

発

活

動

・

体
験

。
参
加
型
学
習
を
推
進
し
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た

取
り
組
み
を
行
う
。

り
、
同
和
問
題

。
人
権
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
人
権
尊
重
の
精
神

を
身
に

つ
け
、
職
場
や
家
庭
で

の
日
常
生
活
に
お
い
て
実
践
す
る

よ
う
事
業
所

。
地
域

・
各
種
団
体

で
の
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

し
、
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

一勢
・榛
誓
静
釦

■
●
■
■
●
●

が

つ
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
う
い
く

か
つ
ど
う

ぜ
ん
た
い

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
全
体

を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
人
権
意
識

を
育
む
た
め
、
そ
の
担
い
手
で
あ

る
教
職
員
の
同
和
問
題

。
人
権
問

題
に
対
す
る
基
本
的
な
認
識
を
深

保
育
園

・
幼
稚
園
に
お
け
る

教
育
活
動
や
保
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
子
ど
も
達
の
人
権
意
識
を

育
む
た
め
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る

教
職
員

・
保
育
士
の
同
和
問
題

・

人
権
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な

認
識
を
深
め
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
育
成
し
、
豊
か
な
感
性
や

社
会
性
を
育
む
。

し
ゅ
う
み
ん

せ
い

か

つ
　
か
　
　
　
ど
う
　
わ
　
た
い

さ
く

か
か
り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

町
民

一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
自
発
的
な
学
習
や

人
権
教
育
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

平成 15年度高森町職員採用試験を下記により実施致します。
採用試験要項、試験申込書は役場総務課でお受け取りください。

■受験資格
1.【一般事務】昭和 50年 4月 2日 から昭和 61年 4月 1日 までに生まれた者
【保 健 師】昭和 50年 4月 2日 から昭和 58年 4月 1日 までに生まれた者
2.次のひとつに該当する者は、受験できません。
ア.日 本国籍を有しない者 (但し、「保健師」については当該要件は適用しない)
イ.成年被後見人又は被保佐人 (準禁治産者を含む)
ウ.禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな
るまでの者
工.高森町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しない者
オ.日 本国憲法施行の日以降において、 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破
壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

■第一次試験の日時・場所 。試験の内容

平成 15年 9月 21日 (日 )午前 8時 30分から/一の宮町 。熊本県立阿蘇高等学校
一般事務 :教養試験 。適性試験・作文試験/保健師 :教養試験・専門試験 。作文試験
■受験手続き

高森町発行の申込用紙に必要事項を記入して、下記申込先に郵送または持参してください。

■受験受付期間

平成 15年 7月 28日 (月 )か ら8月 15日 (金)まで (土曜日・日曜日を除く)
郵送の場合は 8月 15日 (金)までの消印のあるものに限り受け付けます。
受付時間は、午前 8時 30分から午後 5時まで
■問い合わせ・申込先
〒 869-1602 阿蘇郡高森町大字高森 2168番地

高森町役場総務課  TEL 0967-62-1111(内 線 113)
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維え/ヽか

=い

全体学習会の様子

状
、
今
後
に
お
け
る
推
進
員
と
し

て
の
同
和
教
育

・
啓
発
の
取
り
組

み
等
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
平
成

１５
年
度
事
業
計
画

「
人
権

教
育

の
た
め

の
国
連

十
年
」
高
森
町
行
動
計
画
を
基
本

理
念
と
し
て
、
各
部
会
が
相
互
に

連
携
融
合
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
許
さ
な
い

「人
権
尊
重
」

の
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会

「差
別
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

町
づ
く
り
」
の
形
成
に
向
け
、
６

月
２３
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

一
献

１５
句
度ど
高
煮
畦
融
秘
覆
っ散

推
進
協
議
会
総
会
が
開
か
れ
全
議

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
全
体
学
習
会
が
あ
り
、

高
森
町
同
和
教
育
推
進
員
の
杉
本

隆
雄
氏
よ
り
差
別
事
象
を
含
め

た
部
落
差
別
実
態
、
解
放
運
動
の

中
で
の
解
放
子
ど
も
会
活
動
の
現

動ぢめ

●  ●

●  ●

か
ん

ぜ
ん

か
い

け
つ
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
じ
っ
せ
ん

か
つ

、
完
全
解
決
に
向
け
て
実
践
活

◎
あ
い
さ
つ
で
　
と
も
だ
ち
つ
く
ろ
う
　
二
ね
ん
せ
い

高
森
小
学
校
　
さ
と
う
け
ん
じ

◎
と
も
だ
ち
と
　
な
か
よ
く
あ
そ
ぼ
う
　
元
気
な
子

高
森
小
学
校
　
こ
だ
ま

◎
考
え
て
　
相
手
の
気
持
ち
　
自
分
の
立
場

色
見
小
学
校
　
宇
　
藤

佳
　
菜

◎
い
や
な
目
つ
き
し
て
い
る
人
は
気
づ
か
な
い

だ
か
ら
み
ん
な
で
気
づ
き
あ
お
う

色
見
小
学
校
　
甲
　
斐
　
　
朱
　
音

◎
あ
た
た
め
よ
う
　
心
の
寒
さ
　
閉
じ
こ
め
な
い
で

勇
気
を
出
せ
ば
　
き
っ
と
で
き
る

色
見
小
学
校
　
野
　
中
　
　
菜
瑞
紗

◎
友
達
を
　
思
い
や
る
気
持
ち
　
大
切
に

草
部
中
学
校
　
岡
　
本

抑凋
　
　
・仕松

に
取
り
組
む
。

が
く
　
ぜ
ん

〈
〓

平
'成「
14
年1
度―

森 ||
田丁̀

[

人 |

権′|
啓 ||
発:|

フ
エ

ス

フ
~

イ

バ
ル
,ご瞥|十
チ6::
標
=

の
中|

か
ら

じ

ん

　

　

　

け

ん

　

　

　

け

い
　

　

　

は

つ

人
権
磯
罐

ひ

ょ
う

　

　

　

ご

　

　

　

し

よ
う

　

　

か

い

標
瓢
胴紹
介

か
い
と

4

2名程度 長部局又は教育委員会等に勤務し、一般事務に従事高等学校卒業程度 一般事務

保 健 師 1名程度 長部局に勤務し、保健指導業務に従事短期大学校卒業程度

勤務先及び職務内容区 分   職  種  採用予定数

7月は
「愛の血液助け合い運動」

月間です

移動献血車がやってきます
あなたの善意をお寄せください

■と き : 7月 31日 (木曜日)
9時 30分から11時 30分まで

12時 30分から16時まで

■ところ :林業総合センター

※次の献血予定日 12月 24日 (水 )

ヽ
ノ
バｕ

ヽ
ヽ

:l

:i

一
一
一
一

目□

阿蘇広域行政事務組合で1ま ‐
次のとおり職員を募集します:

■職  種          ‐‐

消防職員 21名程度

■受験資格       ‐|  |  ‐
昭和 56年 4月 2日から      ・

昭和 61年 4月
'日

までに生まれた方

■第,次試験日           ||
平成 15年 9月.21日 .(日 )
■受付期間      |‐   ・ |‐  ・|
平成 1151年 7月 28日 (月 )から
平成 15年 8月 15日●(金)まで
■受験案内・受験申込などの問い合わせは

阿蘇町大字跡ケ瀬 177番地
阿蘇広域行政事務組合事務局総務課

(大阿蘇環境センター「未来館」)

TEL10967-2415111

囲

く

目

台
目
監

，

■
日
目
属

，
こ
■
■
■
鳳

Ｌ■
■
■
Ｊ

′



日
本
は
平
均
寿
命
世
界

一
の
長

寿
国
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
熊

本
県
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長

寿
県
で
す
。
し
か
し
、
入
院
状
況

を
み
る
と
全
国
３
位
と
多
く
の
人

が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
実
態
が

み
え
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
口
の
高
齢
化

と
と
も
に
食
生
活

・
運
動
習
慣
等

を
原
因
と
す
る
が
ん

。
脳
卒
中

・

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
、
痴
呆
や
寝
た
き
り
な
ど
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
民
が
健
康
づ
く
り

を
よ
り

一
層
推
進
し
、
心
豊
か
に

生
活
す
る
た
め
健
康
増
進
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
な
か
に

は
、
国
民
に
も
、
健
康
な
生
活
習

慣
の
重
要
性
に
対
し
関
心
と
理
解

を
深
め
、
自
ら
の
健
康
状
態
を
自

覚
し
健
康
増
進
に
努
め
る
責
務
が

う
た
っ
て
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病

高
森
町
の
生
活
習
慣
病
の
実
態

は
ど
う
で
し
よ
う
か
。
生
活
習
慣

病
に
関
係
す
る
死
亡
原
因
は
５０
～

６０
％
を
占
め
、
な
か
で
も
壮
年
層

に
お
い
て
は
熊
本
県
全
体
と
比
較

す
る
と
、
心
疾
患
と
脳
血
管
疾
患

で
死
亡
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
２０
歳
以
上
の
医
療
費

を
見
る
と
、
生
活
習
慣
病
が
関

係
す
る
疾
患
は
、
５
億
３
千
万
円

か
か
っ
て
お
り
、
な
か
で
も
６５
歳

未
満
の
医
療
費
の
増
加
が
著
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
や
保
険

税
と
い
う
形
で
経
済
的
な
負
担
が

増
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
体
や
心

に
も
不
自
由
な
生
活
の
負
担
が
及

ん
で
き
ま
す
。

早
め
の
対
策
を

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、
健

〃

診
結
果
か
ら
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
初
期
は

検
査
結
果
に
異
常
値
が
見
ら
れ
て

も
自
覚
症
状
が
無
い
た
め
に
放
置

さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
症
状
を
自

覚
す
る
時
に
は
す
で
に
血
管
が
傷

つ
き
、
脳
血
管
疾
患
や
心
臓
病
、

糖
尿
病
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
体

に
も
障
害
を
起
こ
す
こ
と
と
な
り

ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
背

景
に
は
、
食
生
活
。
運
動
・
休
養

・

心
の
健
康

・
タ
バ
コ
・
ア
ル
コ
ー

ル
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
か
ら
自
分
の
体
を

知
り
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
よ
う
。

鴻□□

保 健 師 か ら鶯
奈
増
護
避
ガ
ア
タ
ー
ト

bfr,ft.+o)

高森町で緑の少年回全国大会交流集会
平成 15年 7月 31日 (木 )、 草部南部小学校や

草部吉見神社などで第 14回緑の少年団全国大会
交流集会が行われます。

これは、草部の歴史訪間と大自然とのふれ合い

を目的に行われているもので、吉見神社夏祭り参

加や草木染め体験を予定しています。

□■衝

園祗□■
■
■
■
■

願

⑮
鵬磯
―

謳目� ●  ●

●  ●

康は食事から!

「
初

盆

な

迎

え

る
ご

家

庭

」

の
記

事

に

つ
い

て

皆
様
方

の
早
期
発
行

の
ご
要

望

に
お
応
え
し
て
、
今
年
は
７

月
２２
日
の
午
前
中
ま
で
の
内
容

で
、
広
報
誌
と
は
別
に
７
月
２３

日
に

「
広

報

た

か
も

り
号
外
」

と
し
て
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

（
こ
れ
以
降

の
追
加
、
変
更
は
各

組
回
覧
）

次

の
場
合
は
、
戸
籍
住
民
係

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合

（翌
年
度
に
変
更
さ
れ
る
場
合

な
ど
）

◎
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方

が
、
本
町
に
住
所

が
無

か

っ

た
が
、
本
町

で
初
盆
を
迎
え

ら
れ
る
な
ど

で
、
本
記
事

ヘ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合

■
住
民
生
活
課
　
戸
籍
住
民
係

ＴＥ

６

２

１

１

１

１

１

（内
線
１
３
３
）

日本が長寿国であるのは、昔ながらの米を主食

にして、魚や卵、大豆、野菜、海藻を組み合わせ

たおかずをとるという日本人の食事が、体のバラ

ンスを保つのにとても良い働きをしていたためと

言われています。しかし、近年は米の消費が減り、

代わりに肉類、油脂などを豊富に取り入れるよう

になった結果、生活習慣病が増加してきています。

5 TAKAMORI TOWN‐ 2003.07

日 時 :7月 27日 (日 )午前 5時～午前 10時
場 所 :野尻川 (大谷ダム流れ込み付近～川田代まで)
受 付 :午前4時～午前8時高森町朋遊館前広場
参加料 :野尻川ヤマメの里育成会会員 500円

町内一般 1,500円、町外一般 2,500円

大物賞、大漁賞など多数賞あり

やまめのつかみ取り大会

幼児以上 (参加費一人 300円 )
■お問い合わせは、

野尻川ヤマメの里育成会 TEL 65-0021

高森町役場野尻出張所  TEL 65-0211

く
昨
年

の
大
会
か
ら

"rB0t)fisaaf,{
ら 役場ロビーに

総合案内窓口を設置

町民の皆さんと密着した地方行政を目指す

ため、役場では 7月 14日 (月 )か ら、正面

玄関を入つてすぐのロビーに、窓□を設け、

全職員が 1日交替で案内を行いますので、お

気軽にお声をかけてください。

【メインルッシュにわ0中華風蒸じ鶏
□材料 (5人分)
鶏ささみ300g、 酒

大さじ1、 レタス1/2

個、きゅうり1本、 ト

マ ト1個、しょうが汁

少々、サラダ油大さ

じ2、 酢大さじ3、 ご

ま小さじ2、 濃回しょ

しにして小さくさいておく。

、 レタスは食べやすい大き

さな角切りにする。③ ①、②の

り、調味したたれをかけて食べる。

じ

トは′」

さ 々ゆ大つ 塩2、 少
方り

さ さ み は 、 酒蒸

りりは薄切つゆ

マト

色を 盛よ く

休暇村
だより

期間 :7月 19日 (土)～ 8月 31日 (日 )
時間 :午前 9時～午後 5時
料金 :大人 (中学生以上)300円、小学生 200円、
幼児 100円、見学 100円

――★オープニングイベントのご案内★ ――

7月 13日 (日 )10:30～
高森町民に限り無料開放 !!

催し物 :宝探しゲーム・お楽しみ抽選会 (空 くじなし)

当日は無料送迎「プールバス」を運行します。

【迎え時間】役場高森中央出張所9:45→高森駅 9:50
→休暇本寸10:00

【送り時間】休暇村 15:00→役場高森中央出張所 15:10
→高森駅 15:15

■問い合わせ 休暇村南阿蘇 TEL 62-2111

毎
週
水
曜
日
は
プ
ー
ル
の
日

高
森
町
内
の
小
学
生
は
入
場
料
無
料

ν
″
中ЧEコ

期 日 :7月 30日 (水)～
8月 3日 (日 )

時 間 :午前9時～午後4時
場 所 :草部僻地集会所

(草部南部小学校横)

入場料 :無料

問い合わせ:TEL 64-0343

草南みどりの少年団

版画カレンダー展

草南みどりの少年団が昭

和 58年から作り続けてきた

木版画カレンダー 260枚 (20

年分)をすべて展示します。
どうぞご覧ください。

～
‐
.‐‐

‐
ヅ ‐

１
１

つ
ι

（
５(ポイント〉

12

簾
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〉
　

国
民
年
金
だ
よ
り

　

〈

保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

～

免
除
申
請
は
次
の
２
と
お
り
で
す

～

１
　
学
生
特
例
免
除
申
請

申
請
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
場
合
は

急
い
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
で
も
申
請
で
き
ま
す

が
、
在
学
を
し
め
す
書
類
が
必
要
で

す
。

２
　
第
１
号
被
保
険
者

（学
生
を
除
く
）
免
除
申
請

学
生
以
外
の
第
１
号
被
保
険
者
が
、

所
得
が
少
な
い
等
の
理
由
で
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
役
場
の

国
民
年
金
係
の
窓
口
で
申
請
し
て
社

会
保
険
事
務
所
で
認
め
ら
れ
る
と
、

保
険
料
の
納
付
が

「免
除
」
さ
れ
ま

す
。
保
険
料
の
免
除
は
、
前
年
の
所

得
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
免
除

に
は

「全
額
免
除
」
と

「半
額
免
除
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
前
年
の
所
得
額

に
応
じ
て
設
定
さ
れ
ま
す
。

申
請
の
結
果
、
全
額
免
除
と
認
定

さ
れ
た
人
は
保
険
料
の
全
額
が
免
除

さ
れ
ま
す
が
、
半
額
免
除
と
認
定
さ

れ
た
人
は
、
保
険
料
の
半
額

（平
成

１５
年
度
は
月
額
６
、
６
５
０
円
）
を
最

寄
り
の
金
融
機
関
で
収
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
半
額
免
除
と
認
定
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
半
額
の
保
険
料

を
納
め
な
い
場
合
は
未
納
期
間

（年
金

を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
期

間
に
参
入
さ
れ
な
い
期
間
）
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

※
申
請
期
間

平
成
１５
年
度

（平
成
１５
年
７
月
～

平
成
１６
年
６
月
）
の
国
民
年
金
保
険

料
免
除
申
請
は
７
月
１
日
～
８
月
末

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
高

森
中
央
出
張
所
、
草
部
出
張
所
、
野

尻
出
張
所
で
も
申
請
が
で
き
ま
す
。

鵞
お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
生
活
課

国
民
年
金
係

ＴＥＬ

６

２

１

１

１

１

１

（内
線
１
３
２
）

羽
音
は
鶴
の
北
帰
行

後
継
ぎ
せ
ん
て
腹
か
か
す

選
挙
ゲ
ー
ム
に
血
が
騒
ぐ

史芸
POETRY PAGE
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う ま

っ
た
よ
か
っ
た

●そ
ら
ァ
無
理
　
こ
っ
ち
の
方
が
借
ろ
ご
た
る

一勝
ち
た
い
　
隣
の
嫁
に
ゃ
負
け
ら
れ
ん

始
ま
っ
た
　
ド
ラ
マ
に
の
め
り
込
う
ど
ら
す

足
出
し
て
　
も
う
積
立
も
と
り
く
ず
し

足
出
し
て
　
老
舗
の
暖
簾
下
ろ
さ
し
た

勝
ち
た
い
　
母
の
水
垢
離
無
に
す
ま
い

も
う
よ
か
　
弁
護
士
肥
や
す
だ
け
の
こ
つ

ブ
テ
　
そ
っ
ぽ
向
か
れ
た
婦
人
票

足
出
し
て
　
増
資
は
火
傷
太
ら
か
し

始
ま
っ
た
　
泣
き
酔
狂
が
余
興
た
い ●  ●

●  ●

渡
辺
　
雲
海

堀
田
　
蘇
仙

佐
藤
　
重
信

松
山
キ
ヨ
子

佐
藤
多
可
雄

三
森

　

茜

後
藤
　
愛
子

上
井
加
根
女

後
藤
　
信
子

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

林
田
　
一
声

桐
原
　
白
酔 ひとりで悩んでいませんか?

～被害者相談窓日のご案内～

崎被害に遭ったけれど
。他人に知られたくない
。警察に届けたら犯人に仕返しをされるのではないか

等の不安から、警察に届け出ることをためらっている方

崎被害後の後遺症や精神的ス トレスに悩んでいる方
一人だけで悩まず、まずはご相談ください。一緒に考えてい

きましょう。

そ
ら
ァ
無
理
　
弟
子
の
値
段
じ
ゃ
売
れ
ん
茶
器

も
う
よ
か
　
貸
借
表
も
見
せ
ら
る
る

始
ま
っ
た
　
移
り
香
に
敏
感
な
婦

も
う
よ
か
　
床
擦
れ
さ
せ
て
可
哀
そ
う

奥
阿
蘇
の
村
の
七
戸
は
霧
ま
と
ふ

切
り
残
し
宵
待
草
の
花
を
ま
つ

母
は
逝
く
送
る
梅
雨
風
枝
鳴
ら
す

小
昼
時
花
く
ち
な
し
に
静
の
雨

掩
卵
の
雛
気
係
り
や
ほ
と
と
ぎ
す

朝
日
受
け
大
樹
の
若
葉
煙
め
き
つ

庭
先
の
雨
を
斜
め
に
紫
蘭
咲
く

東
白
む
ホ
ト
ト
ギ
ス
か
ら
起
こ
さ
れ
る

高森警察署 TEL 62-0110

ハ
０
７
‥
Ｑ
〉
４（∠Ｏ

警察の総合窓口
どこに相談すればよいか分から
ないときも

♯9110又は TEL 096-383-9110

悪質商法の被害に遭ったら

TEL 096-385-0110/TEL 0 1 20-444-768

士

い
　

・

に暴
　
■

性犯罪の被害に遭ってしまっ
たら

TEL 01 20-8343-81

林松
野
岡
本
浦
塚

不
忘
笑
声
琴
司
南
天

後
藤
　
法
龍

岩
下
　
京
子

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

阿
部
た
つ
え

森

　

正
六

鶴
林
　
　
巧

本
田
　
初
雄

6

ゴミ拾いトレッキング
～清栄山を制する～

6月 13日 (金 )、 休暇村南阿蘇の後藤秀徳
さん (高森・旭通)の呼びかけにより、ゴミ
拾いを兼ねた清栄山トレッキングが行われま

した。町内のパークボランティアや トレッキ

ング愛好家 12名が参加し、「カルイ」と呼ば
れるカゴを背負い、空き缶や紙くずなどを拾

い集めながら約 1時間 30分かけて村山から
山頂まで登 りました。「登山者にゴミのない

きれいな登山道を気持ちよく歩いてもらいた

い。」と後藤さん。きれいになった登山道を

山頂から見下ろす参加者は、さわやかな汗を

流していました。

ゴミを拾いながら山頂を目指す参加者

肥

後

狂

句

皐
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

父の日にちち(牛乳 )を
プレゼント

本町の酪農家宇藤文三さん (高森。冬野)が、

6月 17日 の父の日にちなんで、町にちち (牛

乳)をプレゼントしました。これは、県内の

酪農関係団体による消費拡大キャンペーンの

ひとつとして行われているもので、宇藤さん

は「熊本県産のおいしい牛乳です。健康のた

めにも牛乳を飲んでもらえれば」と話してい

ました。

阿南助役に牛乳を手渡す宇藤さん (左 )

E「

（河
原
す
す
き
の
句
会
）
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肥後っ子テレホン警察安全相談室犯罪被害者支援室

暴力団相談電話レディース110番

犯罪被害に遭った後の心の悩み
犯罪被害給付制度に関するお問
い合わせ

TEL 096-381-0110

要麟響彎守‐■キ彎響響守
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か
な
う
と
い
い
ね
！

６
月
・７
日
、
高
森
保
育
園

（平

田
ル
リ
子
園
長
）
の
年
長
組
の
園

児
た
ち
が
、
町
内
の
お
年
寄
り
１０

名
と

一
緒
に
七
夕
飾
り
を
つ
く
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
参
加
し
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
か
ら
は
、
「子
ど
も
に
返
っ
た

気
分
で
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
七
夕
飾
り
は
、
高

森
駅
に
飾
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

～
年
賀
は
が
き
の
寄
付
金
で
遊
具
を
整
備
～

●  ●

●  ●

チャレンジハウスで遊ぶ園児

み
′υ

な
の
願
い

高森会総会

Ｅ
Ｅ
日
目

薗
囲
■

景
気
嗜
呻
良
こ
群
び
ま
す

平
成
１５
年
用
年
賀
は
が
き
に
付
加

さ
れ
た
寄
付
金
で
、
全
国
で
初
め
て

保
育
用
大
型
遊
具

（リ
ト
ル
ベ
ー
ス
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
）
が
高
森
保
育

園
の
園
庭
に
整
備
さ
れ
、
６
月
１２
日
、

贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。
式
で
は
青

木
征
弘
高
森
郵
便
局
長
が
「全
国
の
人

た
ち
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ん
で

く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
式
が
終

わ
る
と
、
さ
っ
そ
く
園
児
た
ち
は
設

置
さ
れ
た
遊
具
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

多
く
の
家
庭
で
は
病
気
や
交
通
事
故
な
ど

突
然
の
災
害
や
老
後
の
生
活
に
備
え
て
、
生

命
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

納
税
者
本
人
や
家
族

を
受
取
人
と
す

る
生
命
保
険
契
約
、
郵
便
年
金
契
約
等
に

係
る
保
険
料
又
は
掛
金
を
支
払

っ
た
場
合

は
、　
一
般
の
生
命
保
険
契
約
に
係
る
も
の

と
個
人
年
金
契
約
に
係
る
も
の
ご
と
に
、
そ

の
年
中
の
支
払
額
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
最

高
５
０
、
０
０
０
円
が

「生
命
保
険
料
控
除
」

と
し
て
、
そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
年
に
生
命
保
険
契
約
な
ど

に
基
づ
い
て
受
け
取
っ
た
剰
余
金
や
割
戻
金

は
、
支
払

っ
た
保
険
料
か
ら
差
し
引
き
計
算

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
期
間
が
５
年
未
満
の
生
命
保

険
契
約
な
ど
に
つ
い
て
は
、
控
除
の
対
象
と

な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
の
死
亡
や
満
期
等
に
よ

り
保
険
金
を
受
け
取
る
場
合
は
、
契
約
の
内

容
な
ど
に
応
じ
て
相
続
税
、
贈
与
税
又
は
所

得
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

火
災
等
の
災
害
に
備
え
て
支
払
う
損
害

保
険
料
は
、
そ
の
契
約
内
容
に
よ
り
最
高

１
５
、
０
０
０
円
が
「損
害
保
険
料
控
除
」
と
し

て
、
そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
損
害
保
険
金
を
受
け
取
る
場
合
の

課
税
関
係
も
契
約
の
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
保
険
を
掛
け
て
い
た
人
が
建
物
の
焼

失
や
身
体
の
傷
害

・
疾
病
を
原
因
と
し
て
受

け
取
る
保
険
金
に
は
、
原
則
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
事
業
者
の
方
が
火
災

に
よ
り
商
品
を
焼
失
し
た
場
合
、
焼
失
し
た

商
品
の
損
害
保
険
金
は
事
業
収
入

（売
上
）

と
な
り
ま
す
。

※
保
険
に
関
す
る
税
金
の
こ
と
で
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最

寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ

０

９

６

７

１

２

２

１

０

５

５

１

税
務
相
談
室

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

０

５

５

９

生
命
保
険

損
害
保
険

楽しい夏を快適に
過ごしましょう !! において、

ら自慢のひょ

られ、総会に華をそえました。

ひよ
奪 」L

,‐lElんが登場
在熊

もうすぐ本格的な暑い夏の到来 !

日本では、毎年多くの人が水に溺れて死亡したり行

方不明になっています。

溺水事故は、事故が発生した際に、付近にいた人が

水難救助の訓練を受けていたら、多くの生命が助かっ

たであろうと思われます。溺れている人を発見したら、

素早い救助と応急手当が必要になります。多くの人が、

身の回りの物を使った救助の方法や、救急蘇生法を身

につけることによって、たくさんの生命が救われます。

ょうたんを興味深げひ

※南部分署では、水難救助法や救急講習会を随時受けていますので、気軽にご相談ください。
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悪質商法 お断り ,
請求吉を提出
蘇陽町との合併を求め住民発議の手続きを進

めていた佐楢見誓香さん (芹 回。馬場)が、 6
月23日 合併協議会設置を求める請求書を町に提

出しました。

佐楢見さんは、 6月 2日 に請求に必要な有権
者の50分の 1を超える216人の署名を選挙管理

委員会に提出しており、選挙管理委員会では214

人分を有効としています。

この住民発議の請求を受け、 6月 27日 に町長

が蘇陽町役場を訪れ、協議会設置議案を町議会

に付議するかどうかの意見照会を行いました。

これにより、蘇陽町では議会に付議するかど

うか検討し、90日 以内に回答することになりま

す。

悪質商法の手□は、年々巧妙化しています。そこで、近年よ
く使われている手□についてお知らせします。大事な財産を無
駄にしないよう悪質商法には十分注意が必要です。

6月 2日 、熊本テルサで熊本県交通安全功労

者表彰式が行われ、本町から4名 の方が受賞さ

れました。

4名 の方は、交通指導員として長年ご活躍さ

れ、現在も地域社会において、交通安全のため

に献身的に実践活動をされています。
■熊本県消費生活センター 容096-354-4835

写真左から

本  |]
楢木野

英 明さん (矢津田・柳谷)
幸 男さん (上色見 。中原)
孝 一さん (高森 。上町)
利 博さん (高森・森)

原

下

馬

岩

●  ●

た佐楢見さん (左から

●  ●

家庭訪間販売 (学習教材 )
学習教材は、数年分のセツト販売がほと

んどです。「子どもがヤル気をな<したので
解約したい」という相談が数多<寄せられま
すが、中途解約は困難です。学習指導をサー

ビスすると約束したの |こ守って<れずトラ
ブル|こなることも。

★子どものヤル気が続くかどうか慎重に判断する

ように。

★契約書に指導の内容を記載してもらうように。

働い

とのあ
思なな
うらた
けマが
_どマや
・は り
いた

内職商法 (パソコン ロワープロ)
内職を斡旋すると言って勧誘しますが、実

は高額なパソコンやワープロ販売が目的で

す。一旦契約 |こ応じたら、すぐ|こ解約を申し

出ても「もう登録したので解約できない」と

拒否されるケースもあります。

★仕事を斡旋してくれる保証はありません。

☆高額な商品を買わせるなど事前にお金を要求す

る業者、契約を急がせる業者には特に注意が必

要です。

★自分に出来るかどうかもよく考えましょう

ホ
・―
ム
ベ
■
ジ
・作

成

の
内
職
を
し
ま

り

‐‐もせ難
和

饗

・・

い
い
な
あ
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
か
―

一本
■
の
空
い
た
時
間
に
■
■
を
し
た
い
わ
．

児童扶養手当をご存知ですか

●児童が父または、母の死亡 |こついて支給される公的年金給付を受けることができる場合、及
び母ま月よ養育者が、公的年金給付を受けられる場合。 (国民年金法 |こ基づ<老齢福祉年金
を除<)
●その他状況 |こより支給されないことがあります。

児童扶養手当についてのお問い合 保健福祉課 福祉係 m62-1111(内 線 122)

格者本人叉は、生計を同―とする扶養

<していない児童を養育されている家

全部支給…月額 42,370円  一部支給・
2人目は 5,000円、3人目は 3,000円

10,000円

れます。

的として支給されるものです。

後の最初の 3月 31日 までの間 |こあ
されている方

「児童扶養手当」は、いろいろな事情で、
庭の生活の安定と自立を助け、児童福祉

手当の支給は、全部支給と一部支給があり、
義務者の所得額で決定します。 ・ ・~~・

1.受給資格者

父と生計を同じ<し ていない
る児童)を扶養している母や、
2.手当支給額

『戸籍の届出に本人確認』を行います
目 的
虚偽の届書により、戸籍への不実の記載がさ

れるのを未然に防く
゛
ための措置として、全国の

各市町村の窓国において、届書を持参された方

について本人確認を実施するものです。

本人確認の方法

原則として、運転免許証、パスポー ト等官公

署が発行した顔写真が添付された証明書の提示

によって本人確認を行います。

なお、運転免許証等を所持されていない方は、

その他の身分証明書証を提示してください。(顔

見知り等の理由での本人確認は行えませんの

で、ご了承ください)

■届出等に関するお問い合わせは……住民生活課 戸籍住民係 ■62-1111(内 線 131)

対象 とする届出の種類

戸籍の届出をすることによって一定の身分関

係が形成される婚姻届・離婚届・養子縁組届 。

養子離縁届を対象とします。 届出人 に対する通知

原則として、本人確認ができなかった届出人

に対しては、役場から文書で対象届書を受理し

た旨を通知します。

本人確認の対象者

役場に届書を持参された方 (使者も含みます)

を対象とします。
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